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　高さ 5.2m、胴回り 8m。陶管製として
胴回りが日本一の大きさを誇る「大たぬき」
の像。昭和39年（1964年）に建立してか
ら、市内で最も高台に位置する大山緑地か
ら50年にわたり高浜を見守ってきた。
　たぬきは “ 他を抜く ” として江戸時代か
ら商売繁盛の縁起物とされてきた。また“八
相縁喜 ” として知られるたぬきの8つの縁
起ごと。そのうちのひとつ、何事にも前後
左右に気を配り、正しく見つめる “ 目 ” を
もって、高浜の「大たぬき」は交通安全の祈
願のために制作された。本来、悪事災難を
避ける “ 笠 ” もかぶっているようだが、花
見酒に浮かれてか、忘れてしまったようだ。
　この「大たぬき」、よく見ると、たくさんのパーツが集まってでき上がっている。コンピューターなどのない時代、
小さなモデル像からパーツごとに大きさを計算し、焼成後の縮みも考慮して大きな像を作っていたようで、まさ
に職人技だ。
　制作者である鬼板師・故浅井長之助さんの孫、石川歳子さんは、「祖父は絵がとても上手で、よくスケッチブッ
クと弁当を持って動物園に行っていました。動物の表情を間近に見て捉えているから、焼き物にしてもまるで生
きているようでした。今でも祖父の作った大たぬきの像がすぐ近くにあり、私を見守ってくれているような気が
します。」と語る。歳子さんは、現在では鬼瓦製造業を営む夫や息子とともに、瓦業界の一端を支えている。
　「大たぬき」とともに、次の半世紀につながる頼もしい希望が受け継がれていた。

早期配布にご協力ください。
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大山緑地「大たぬき」

高浜を見守り続けて
半世紀…


